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つことに注目している。 JackLindsay, Turner: His Life and Work, 









4) Erick Shanes, Turner’s Human Landscape, London, 1990, Chapter 
5. 
5) Ibid., p. 183. 























Martin But!in and Evelyn Joli, The Paintings of ]. M. 刊に Turner,






図3 7 '.Yサン〈冬〔洪水l} Hi60 51年




題告 タ令ご｝ 〈カノLノ芦ゴマi'f!弔！の衰亡〉 1817年
28 
思想 クロード〈海港 シノミの：女王の船出》 1648年
図1脅 ターナー〈レグノレス》 1818年 (1837年に加筆）
24 
図11 ターナー〈光と色彩いとーテの理論〉 洪水の後の郭
1843年
一創世記を書くモ ゼ》 1843年
ターナー《太陽の中に立つ天使》
1846年
